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研究成果の概要（和文）：正常な角結膜上皮が消失する難治性眼表面疾患の治療には再生医療を用いた眼表面以外の再
生上皮を用いた治療戦略の有効性が期待される。口腔粘膜上皮は高い増殖活性や眼表面粘膜との類似性など代用上皮と
して有用性が高い。培養口腔粘膜上皮移植による眼表面再建治療としての臨床効果について評価できた。培養口腔粘膜
上皮は固有組織とは異なる細胞性質を発現してくるが、眼表面に異所的に生着しても眼表面上皮へとの分化誘導はされ
ず、口腔粘膜特有の粘膜特性や血管新生を誘導し固有の細胞分化を維持していることが確認された。口腔粘膜や移植上
皮の細胞分化機転や幹細胞特性の解明は今後の眼表面構造の理解や治療開発に寄与すると考える。

研究成果の概要（英文）：Ocular surface reconstruction using tissue-engineered epithelial transplantation i
s a new therapeutic modality to overcome severe ocular surface disorders. Oral mucosal epithelium has a hi
gh proliferative capacity and similarity with ocular surface suggesting the possible use of alternative ep
ithelium. In this study we have demonstrated that cultivated oral mucosal epithelial transplantation impro
ved the clinical outcome. Biological characters and gene expression patterns of ocular surface epithelium 
and oral mucosal epithelium were analyzed. Cultivation of oral mucosal epithelium induced the different ge
ne expression profiles, however, the phenotype of surviving transplanted oral mucosal epithelium was the s
ame as in vivo oral mucosal epithelium suggesting that cultivated oral mucosal epithelium does not transdi
fferentiate into corneal epithelium. These basic findings were expected to contribute for further understa
nding for ocular surface mechanisms and developing a new therapy.
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１．研究開始当初の背景 
角膜上皮組織は重層扁平上皮で構成さ

れ、機能的には眼表面バリアーと屈折機能
を担っている。両機能の獲得には正常な重
層化と最表層上皮の非角化を特徴とした
上皮分化が必須であり、その分化誘導と制
御には涙液中の因子や神経制御が深く関
与している。組織構築の維持には角膜輪部
基底部に存在する上皮幹細胞の永続的な
細胞分裂が不可欠である。また角膜の光学
特性には組織の透明性と無血管組織が深
く関与しており、角膜の血管抑制環境が重
要な役割を果たしている。恒常性の崩れる
難治性角結膜上皮疾患の病態には、角膜上
皮幹細胞疲弊と眼表面上皮分化異常が関
与し、眼表面の皮膚化様変化により失明状
態に至る。 
角膜上皮は高度に分化した組織であり、

組織培養での再生は困難であったが、我々
は世界に先駆けて羊膜基質を応用するこ
とで角膜上皮再生に成功した。この培養粘
膜上皮シート移植技術を重症疾患の新規
治療方法として応用し、1999 年より培養角
膜上皮移植、2002 年より自己培養口腔粘膜
上皮移植による眼表面再生を臨床的にも
実現してきた。自家培養口腔粘膜上皮移植
では異所的に口腔粘膜上皮を応用するこ
とで免疫学的に寛容な眼表面再建が可能
であり、その有効性を先端知見として国内
外に発信してきた。しかし臨床的な展開の
反面、移植上皮の長期複製能や組織再構築
のメカニズムに関しては、まだ未解明な問
題点が多く残されている。 
特に病的な眼表面環境下では角膜血管新
生が著明になり、瘢痕化の進行や生着上皮
の角化などの上皮の分化異常が発症し視
機能的な再生が十分に維持できない。健常
な角膜実質を移植することで血管新生が
抑制され、基質からの血管新生抑制効果、
上皮自身や涙液からの液性因子および前
房からの影響因子が上皮表現系に関与し
ていると考えられる。これらの移植後の上
皮分化メカニズムの解明と分化制御が実
現できれば長期的な眼表面の安定化と長
期予後のさらなる向上が期待できる。本研
究の目的はこれらの臨床的課題を背景に、
異所性に再生した粘膜上皮の病的環境下
に適応すべく分化制御と血管新生抑制の
可能性を模索するものである。また本研究
にて得られる知見は、再生後の上皮コント
ロール治療として、次世代の再生医療の発
展に寄与すると期待される。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、①角膜上に異所性に生
着した口腔粘膜上皮の細胞生物学的特徴を
解析し、角化メカニズムの解明や上皮分化の
制御機構を検討する。②口腔粘膜上皮の幹細
胞マーカであるp75を主体とした上皮分裂能
に関連する因子の発現解析と幹細胞の分布

の検索を行い、培養幹細胞移植としての効果
を裏付ける。再構築後の角膜表面での p75 陽
性細胞の分布を検討し、培養口腔粘膜上皮シ
ートでのp75陽性細胞の含有比率と上皮創傷
治癒効率との相関を検討する 
③再生組織での血管誘導のメカニズムを解明
し、臨床治療として克服できていない再生眼
表面の上皮分化制御および血管抑制の可能性
を模索する。また口腔粘膜上皮と角膜上皮を
比較することで無血管組織である角膜の血管
抑制機構を解明する。 
 
３．研究の方法 
１）培養口腔粘膜上皮移植の臨床効果 
培養口腔粘膜上皮移植を用いた瘢痕性角結
膜疾患に対する眼表面再建術の有効性をレ
トロスペクティブに解析した。視力改善を目
的とした瘢痕期再建、上皮化を目的とした急
性期疾患、結膜嚢再建を目的とした瘢痕性疾
患の 3群における臨床効果を解析する。 
２）培養上皮と組織での細胞特徴の比較 
口腔粘膜および眼表面上皮、それぞれから分
離培養した上皮シートでの遺伝子発現を解
析する。また免疫組織学的に PAX6 などの眼
組織特異的因子、tight junction などの接着
因子、ケラチン,ラミニンを主体とした上皮
特異的骨格因子、MUC1,16,4,5AC などのムチ
ン関連因子、角化関連因子、血管新生関連因
子 TSP1、VEGF, bFGF, さらに p64, p75 など
の細胞分裂関連因子について発現パターン
を解析する。 
３）眼表面生着後の培養口腔粘膜上皮 
眼表面生着上皮の細胞特性を共焦点顕微鏡
により観察し、基底細胞密度や表層上皮形態
について解析する。また血管新生、上皮重層
化、について染色および画像解析により形態
解析を行う。 
 
４．研究成果 
1) 培養口腔粘膜上皮移植後の長期眼表面生

着と臨床的評価 
培養口腔粘膜上皮移植による眼表面再建の
臨床効果について検討することができた。急
性期症例、角膜再建および結膜再建について
有効性を各種臨床パラメーターを用いて評
価できた。また風呂レセイン染色性や共焦点
レーザー顕微鏡により眼表面での長期生着
とその組織構築を明らかにできた。臨床的な
有害事象や合併症の頻度につぃて検討し、自
己組織移植により従来のアロ移植に比較し
感染症、遷延性上皮障害などを低く抑制する
ことができた。 
2) 眼表面上生着上皮の生物学的特性 
培養口腔粘膜上皮の角膜上皮および結膜上
皮との生物学的特性の差異を明確にしてき
た。細胞増殖活性に関与する p75 発現パター
ンやクローナルアッセイによる増殖活性評
価により培養上皮シートには高い増殖能を
有していることを証明した。また分化因子で
あるケラチン発現パターン、MUC16 などの糖



タンパク発現パターンについて解析した。ま
た眼表面での transdifferentiation が部分
的には生じているものの、角膜上皮とはこと
なる表現型を維持していることを示した。 
3) 再建眼表面組織の検討 
再建後上皮ではフルオレセイン染色性、上皮
重層化構造が異なる。特に涙液減少環境では
容易に metaplasia を生じ、上皮重層化と血
管新生が誘発される。この現象は可逆的であ
り輪部支持型コンタクトレンズ装用などに
より軽減され、移植後の術後管理としては重
要な利点となった。また神経再生が生じない
状態でも高い増殖能が維持されている。 
4) 新生血管誘導と制御 
口腔粘膜上皮では TSP1 などの血管新生抑制
因子の発現がないため移植後早期から血管
新生およびリンパ管新生が生じる。この現象
は抗 VEGF 点眼により抑制することができ、
炎症期における血管新生を同薬剤にて臨床
的にも抑制可能であった。しかし抗 VEGF 薬
剤には口腔粘膜上皮に対する増殖抑制作用
があることが示され、バランスのとれた使用
が必須であると考えられた。 
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